
数学の歴史にふれられる文書
桂田 祐史

2004年 10月 2日 (2006/4, 2008/4 小修正, 2017/9/15 小修正)

1 遠山啓「数学入門」[29], [30]

これは筆者が高校生のときの愛読書であった。そのときは生意気にも高校数学に毛が生えた
程度の本だと考えていたのだが、社会に学生を送り出す立場になってみると、果たしてうちの
学科の卒業生のどれだけがこれだけきちんと数学を身に付けているのか、心配になってくる。
おっと、これは脱線。
まじめにきちんと書かれた本であるが、何よりも面白い。今も昔も数学好きの生徒にイチオ
シで勧められる。
数学の歴史を語ることが目的の本ではないが、必要に応じて紹介されていて、それが非常に
楽しかった覚えがある。
実はつい昨日、ゼミでアリフワリズミの話が出て来て、この本から吸収した知識を伝える
ことが出来たのだった。これについて (公式の意味とかアリフワリズミの頃から数学はどう進
んだのかとか) は別の機会にまとめたいと考えているが、とりあえず学生にこの本を紹介した
次第。
(2004/7/28)

2 吉田洋一「零の発見」[59]

筆者の世代には関数論の教科書でおなじみの吉田先生の、ゼロ 0 がいかに発見されたかに
ついて説明した、有名な岩波新書である。なんと初版は 1939 年ということである。こういう
本は昔だと中学高校で時々紹介される本だったが、今はどうなのだろうか…
今日の午前のゼミで学生がぽろっと「ゼロの発見は」という話をしたせいで紹介することに
なった次第。定説は知っておいて欲しい。
(2004/7/29)

3 E.T.ベル「数学をつくった人びと」 [49]

内容は副題にもあるとおり、古代ギリシャから 19 世紀の Poincaré に到るまでの大数学者
達の中から何人かを選んで、後世に大きな影響を与えた業績と彼らがいかに人生を送ったかを
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紹介するものである。大学の学部学生だった頃、神田の古書街で東京図書から出ていた 4 冊
版を入手して夢中で読んだのが懐かしく思い出される。
今回紹介するにあたって、昨年 (2003) 出た文庫本 (3冊) を買い求めてパラパラめくってみ
た (この本を文庫にしたハヤカワは流石だなあ)。現在の筆者の目から見ると気になるところ
がないではないけれど (書かれたのが 1937 年 — 70 年近く前 — というところが大きいのか
な)、読み物として見た場合の総合的な評価はやはり非常に高いと思う。数学科の学生はぜひ
読んで欲しい。
以下蛇足。
気になる点のうちの一つを書いておこう。応用数学を守備範囲としている筆者からすると、
数学上の業績の評価について、この本には 20 世紀の数学者にありがちの「純粋数学礼賛」バ
イアスがかかっていると思う。数学の膨大な成果からごく少数のものを選んで紹介するしかな
いので、著者ベルが自分の好みで題材を選ぶのはやむを得ない。しかし、その選択について彼
は余計な正当化をしているように思える。この点は学生にこの本を勧める際に危惧を抱くとこ
ろである。
事実はこうだ。この本で紹介されているような 19 世紀までの数学者の多くは、「純粋数学」
だけでなく「応用数学」に分類されるような領域でも多くの仕事をしている。筆者は、彼ら
(大数学者達) 自身がその重要性を信じていなければ、あれだけの仕事は出来ないはずだと考
える。

4 番外: ユークリッドの原論をめぐって
ユークリッドの原論について「何も知らない」人を対象に説明しよう。

4.1 いつどこで何をしたか
B.C.300頃にエジプトのアレキサンドリアで『原論 (全 13巻)』 (ストケイア, 英語では “El-

ements” と訳される)を書いたとされている。
実はユークリッド (Euclid of Alexandria, B.C.325位～B.C.265位, エジプトのアレクサンド
リアに没する) その人について、『原論』の著者であることを除くと、確実に分かっているこ
とはほとんどない1。

4.2 『原論』の重要性
原論は聖書の次に多くの版を重ねている書物だという説もあるくらいで、定評ある日本語訳

[61] もあり2、数学を学ぶ人は一度は目を通すことを勧めたいが、事前に多少の説明は必要で
あろう (書かれていることは少々回りくどくはあるものの非常に明瞭で、時間と努力さえ惜し
まなければ理解可能であるが— これは本当は驚くべきことだ)。

1アルキメデス (Archimedes of Syracuse, B.C.287–B.C.212, Sicily の Syracuse に生まれ没する) やアポロニ
ウス (Apollonius of Perga, B.C.262位–B.C.190位, Perga に生まれ、エジプトの Alexandria に没する) の著作
で言及されているが、それすら後世の加筆という説があり、あまり確かではない。

2また山口大学渡邊正研究室では Heath 版の翻訳 ([63]) を進めている。
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ギリシャ時代の数学的論稿は、ボレルやルベーグの叢書、または十七世紀や十
八世紀のスタイルと比べ、その正確さにおいて限りなく勝っている。シシリーのギ
リシャ人アルキメデスやユークリッドの文章は清水のように澄み切っている。 —

L. シュヴァルツ ([17])

論証をともなう数学、つまり数学的真理を数学的に定義された言葉を用いて命題の形にま
とめ、少数の基礎的事実から論理によって証明するというものは、古代ギリシアに生まれた。
それ以前に、またそれ以外のところで論証数学が生まれた痕跡はない。
ギリシアの数学はヨーロッパでは一時忘れられたが、アラビア世界に継承され3、約 1000年
の時を経てルネッサンスにヨーロッパに里帰りし、現代の数学に直接通じる基礎となった。こ
の意味で現代数学はギリシア数学の直系の子孫と言える。
原論は執筆時までのギリシア数学の集大成と言うべき豊富な内容を持っているが4、何より
重要なのは、定義、公理、公準から厳密な論理に基づいてすべての定理を導いた (証明5した)

そのスタイルにあるといえる。
この原論のスタイルは数学はもちろんであるが、多くの書物の規範となった。

4.3 ぼやき
自分のゼミの学生が一人もユークリッドや彼の『原論』を知らなかったのには驚いた。それ
でも最初は何か適当な本を紹介して、簡単にレポートさせれば良いと思って手近にある本を
何冊かぱらぱらめくって見たのだけれど、大抵の本は、読者がユークリッドについて、彼が何
をしたか、それは偉大な業績であったということを、一応は知っていると仮定して書かれてい
ることに気づいた。気の効いた導入をねらってみたり、ちょっとひねった書き方をしてみたり
(一級の数学者と言えないとかね — 失礼だよね)。これは困った。ストレートに書いて欲しい
んですけど。

それで正面からの説明を書いてみたわけだが、正直やりづらかった。主な理由は

• 史実については「伝説」は色々あるが確かなことは少ない。

• 述べるべきことが多すぎて、順序立てて書くのは難しい。

4.4 エウクレイデス全集
2008年、東京大学出版会からエウクレイデス全集 [62] の刊行が始まった。全 5巻で、何が
重要かというと、「原論」以外の著作の翻訳がなされることだろう。これを書いている 2008年
4月現在まだ第 1巻 (これは原論) が出たばかりであるが、今後が楽しみである。

3何でも王様の号令でギリシア世界の著作が大々的に翻訳されたとのこと。
4各巻の内容は、1. 平面図形, 2. 面積の変形 (「幾何的代数」), 3. 円の性質, 4. 円に内接・外接する多角形,

5. 比例論, 6. 比例論の図形への応用, 7,8,9. 数論, 10. 無理量論, 11. 立体図形, 12. 面積・体積, 13. 正多面体、
となっている。

5現代の目から見れば、それら証明は完全とはいえないが、定理そのものに誤りは一つもないというのは、他
の科学と比べると驚くべきことであろう。
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5 対数概念の歴史
(2006年春休み工事する予定…あれれ)

2005年度では卒研で数学史をやっているつもりではなかったが、採用したテキスト (ハイ
ラー・ヴァンナー [36]) の関係で興味を持ち、その手の話、具体的には Napier による対数の
発見、で卒業研究レポートを書きたいという学生が現れた。相手をした関係で色々なものを読
む羽目になったので、ここにメモを書いておく。
1次資料に「近い」資料がネットで見られるのは幸運であると思う。Edward Wright による
英語訳は (数表の部分を除き — これが私には非常に悔しいところなのだが) 画像が公開され
ている。また Henry Briggs の [45] についても、オリジナルの Latin 語テキストと英語訳とが
含まれている研究論文が PDF ファイルで公開されている (Bruce [46])。
Napier の話を数学史の定番本で色々調べていて、私の気のせいかもしれないが、真剣に書
いてある本は少ないように思えた。伝言ゲームを見ているようで、一体何が事実なのか良く分
からないことがしばしばあった。
ベル [49] では取り上げられることすらされていない。ボイヤー [52] も今一つという感じ。
割と良いと感じたのはカジョリ [6] である。計算尺の歴史について独立した論文を書いたよう
な人だから、この話にもかなり本気であるような感じがした。それでも電卓を叩けば気がつく
ような誤りが載っていたりする (実はこの本は 19 世紀に書かれたものだから、カジョリの机
に電卓があったはずはないのだが)。
志賀 [18] はかなり詳しく説明してある。真剣に取り組むのならば入手することをお奨めす
る (残念ながら絶版みたい…)。

(2019/3/1 加筆) 対数については、その後も、院生に Napier の Descriptio の翻訳をさせてみ
たりして、色々なことを知ることになった。一度、まとまった話をしてみたいと考えているけ
れど、なかなか機会はめぐってこないかな…二点ほど

• 志賀 [18] は復刊されて、現在は新刊で購入できる。

• 特筆すべきことは、雑誌「数学文化」に連載されていた「小数と対数の歴史」が、昨年
(2018年) 単行本化されたことである (山本 [64])。

6 メモ
和算に関係する文献の名前をいくつか。

九章算術 (Nine chapters) 古代中国の数学書。著者、執筆された年代ともに不明だが、1世
紀の後漢の時代には存在していた。秦・漢の数学知識の集大成とも言われている。魏の

数学者
りゅうき

劉徽による注釈が有名。唐の時代の算学で使われた教科書「算経十書」の一つ。
日本には平安時代に輸入された。

そんしさんけい
孫氏算経 南北朝時代 (439～589)の中国で書かれた。算木、開平法、中国剰余定理 (ネーミン

グがひどいという説もあり、某先生は「孫氏剰余定理」とか言っていた)。
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1147712
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算学啓蒙 中国元代の朱世傑が著した (1299年)。天元術 (1元代数方程式)。1299年刊。

じんごうき
麈劫記

よしだみつよし

吉田光由 (1598–1673)により 1627年 (寛永 4年)刊。江戸時代のロングセラー数学書。

発微算法 関孝和 (1642–1708) により 1647年刊。

綴術算経
たけべ

建部
かたひろ

賢弘 (1664–1739). 「発微算法演段諺解」,「綴術算経」。関孝和、兄の建部
かたあき

賢明
と 3人で「大成算経」を著す。
綴術算経については、卒研で何度か採り上げられた。卒研資料室内の「円周率」のペー
ジ6 を見よ。

7 これから…
• やはり年表を作ろう。

• ガリレオについて少し書いてみたいと思っている。このところ岩波文庫で復刊されてき
ていて嬉しい (「新科学対話」と「星界の報告」は新刊で入手できた。「天文対話」は古
本で入手したせいで酸性紙だ…「ガリレオの生涯」は第１巻絶版みたいだ。)。

• ファン・デル・ヴェルデン [44] を読んで、中国の古典「九章算術」に興味を持った。少
しアンテナを張っておこう。

• 某先生の和算に関する発言 (どちらかというと否定的) を耳にして「少し調べてみよう
かな」と思うようになった。

A 日記と言うか Changelog というか
• 2019年 3月 1日久しぶりに読み直していて、山本 [64] のことをとりあえず書いておいた
(ちゃんと紹介したい…)。

• 2017年 9月 15日中野は忙しくて、このWWWページに手を入れる暇がないけれど、気
付いたリンク切れを少し直す。

• 2013年 10月 26日ご無沙汰している。もうすぐWWW サイトの引っ越し (http://www.

math.meiji.ac.jp → http://nalab.mind.meiji.ac.jp) をする関係で色々見返して
いて、引用文献の番号などが抜けているので微修正する。Napier の解読とか、Descartes

とか、Chladni とか、色々書きたいことはたまっているけれど、ゆっくり書く時間は当
分取れそうにない。

6http://nalab.mind.meiji.ac.jp/~mk/labo/library/pi/
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• 2008年 5月 10日「数の日本史」 [25] を読む。物理学者の書くものはひと味違うという
印象。数の読み方（いち・に・さん・…vs ひい・ふう・みい, 十・百・千・…・無量大数
の呉音 vs漢音）から始まって、どの時代にどういう数学が誰に使われていたか、その数
学のルーツは何か、教育のシステムはどうなっていたか、とにかく非常に面白かった。

• 2008年 4月 15日「建部賢弘の数学」[5]を入手。建部賢弘については、「
てつじゅつさんけい

綴術算経」の
円周率計算の加速の話を知って以来アンテナを張っているが、建部を取り扱った本は珍
しい。建部が自分を師の関孝和と比べた部分など、大変興味深かった。

• 2008年 3月某日数値解析の専門家としては遅ればせながら、ハイラー・ネルセット・ヴァ
ンナー [37] を購入する。常微分方程式の数値解法の専門書なのだが、微分方程式の起源
のような話があって面白い (特に最短降下線の話は初めて知ることが多かった)。翻訳者
の Weblog (http://na-inet.jp/weblog/archives/000997.html が面白い。三井先生
張り切ったんだな。)

• 2008年 2月 11日WilbourHall.org7 というサイトを知った。古代ギリシャの数学の文献
が集められている。

• 2006年 5月 6日 ケン・オールダー『万物の尺度を求めて メートル法を定めた子午線大
計測』早川書房 (2006) を読んだ。読む前に楽しみにしていた程ではないな、というのが
率直な感想。これだけ分厚くするのならばもう少し書きようがあると感じた。むしろ同
時に購入したアンドリュー・パーカー『眼の誕生』草思社 (2006) の方がずっと面白かっ
た (こちらの方は今のところ数学ネタにはならないけれど)。

• 2006年 5月 4日 書店で、ペートル・ベックマンの「πの歴史」がちくま学芸文庫から
出版されているのを発見する。高校生の時に買った本を今でも持っているけれど、つい
買ってしまう。このところ筑摩書店は「ブルバキ数学史」、ヒルベルトの「幾何学基礎
論」など渋い本を出している。次は何を出す気なのかちょっとわくわくしている。

• 2006年 3月 このところガリレオに関する本を集めている。卒研の学生にガリレオの職
業は「大学の数学教授」だったと言って、不思議がられる世の中である。現代から見れ
ばガレリオは天文学者、物理学者であったという方がより正確に彼の業績を表すことに
なるのは同意するけれど、ガリレオのバックグラウンドの中で数学が最も重要な成分で
あったことは疑い無い (彼は西洋語に翻訳されたギリシャの古典を学んでいて、彼の著
作には「定理」、「証明」が満載である)。ガリレオは新しい数学を創造していない、と評
価するのが妥当かも知れないが、少なくとも偉大な応用数学者 (数理科学者) であった
ことは確かだと考えている。そのうちそういうガリレオ像を学生に説明したい、と考え
る今日この頃…それはさておき、かなり重要そうな (手に取って確かめられないが、多
分重要な) 本の多くが絶版状態になっているのは残念である。ただそれほど嘆いたもの
でもなくて、岩波文庫のいわゆる「復刊」で、ガリレオ自身の著作『星界の報告』,『新
科学対話』が現在久しぶりに入手が容易になっている。この勢いで『天文対話』も復刊
してくれないだろうか (古書で入手した『新天文対話』は酸性紙で結構取り扱い注意状

7http://www.wilbourhall.org/
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態なので)。本当は仮名遣いを現代化して新しく版を組み直して欲しいけれど、まあ、あ
まり贅沢は言いません。

B 数学史リンク
リンク切れが多くなっている。書いたときから長いこと経っているから仕方がない？本にし
ないと消えてしまう、とも言えるのか。

• David Eugene Smith, History of Modern Mathematics, Forth Edition, enlarged (1906).

http://www.gutenberg.net/etext05/hsmmt10p.pdf

• David Eugene Smith, History of Mathematics Volume I, General Survey of the History

of Elementary Mathematics

http://www2m.biglobe.ne.jp/~m-souda/mysouda/math/smith/contents.html

これは惣田正明氏による翻訳だが、同氏ホームページ

http://www2m.biglobe.ne.jp/~m-souda/mysouda/home/home.htm

には数学史関係の話が色々ある。

• ネットで読める Euclid 原論には、

– D.,Joyce, Euclid’s Elements

http://aleph0.clarku.edu/~djoyce/java/elements/elements.html

– Oliver Byrne’s edition of Euclid (1847)

http://www.sunsite.ubc.ca/DigitalMathArchive/Euclid/byrne.html

などがある。

• The works of Leonhard Euler online, http://math.dartmouth.edu/~euler/

• 『和算年表』http://www.wasan.jp/nenpyo/nenpyo1.html (by 小寺　裕)

• 年表
http://ddb.libnet.kulib.kyoto-u.ac.jp/tenjikai/2003/zuroku/pdf/clonic.pdf

(リンク切れ)

• 和算関連文献
http://ddb.libnet.kulib.kyoto-u.ac.jp/tenjikai/2003/zuroku/pdf/ref.pdf (リ
ンク切れ)

• 関孝和

– http://tombow-web.hp.infoseek.co.jp/gakusya/seki.htm

– http://www.able-biott.co.jp/cofee/031.html
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– 墓 http://www.hakaishi.jp/tomb/03-55.html

– http://library.nao.ac.jp/kichou/open/028/

– http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4404028822/3w-asin-books-22/

250-2844354-2237826

– じんこうき
http://www.tabiken.com/history/doc/J/J171R100.HTM

– レポート
http://www2s.biglobe.ne.jp/~hotori/tw/comm.html

• アルキメデスの『方法』を解読する。

– http://hotwired.goo.ne.jp/news/news/20001121206.html,

– http://hotwired.goo.ne.jp/news/news/20001122306.html

• 永島孝
http://www2s.biglobe.ne.jp/~hotori/

• 小川束氏の『日本数学史』http://www.tcp-ip.or.jp/~hom/index.html は読みでが
ある。

• 『綴術算経 (てつじゅつさんけい)』
http://www.tcp-ip.or.jp/~hom/historyofmath/document/tetsujutsu/hmframe.html

• 『リンド・パピルス (Rhind Papyrus)』については、

– “History of Mathematics” http://www.math.sfu.ca/histmath/index.html,

– rhind.gif http://www.physics.utoledo.edu/~ljc/rhind.gif

• 数学者の伝記には、

– Indexes of Biographies

http://www-gap.dcs.st-and.ac.uk/~history/BiogIndex.html

– 『数学史資料抜粋』
http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~kanehisa.takasaki/soliton-lab/chron/

has-hist/

– 長谷川浩司
http://www.math.tohoku.ac.jp/~kojihas/index-j.html

• ベルの『数学をつくった人びと』

1. http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4150502838/250-2844354-2237826

2. http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4150502846/250-2844354-2237826

3. http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4150502854/250-2844354-2237826
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• 「東北大学 和算資料データベース (旧 和算ポータル)」8

• 江戸の数学 (国立国会図書館)9

• 科学図書館10 — 「村田　全の部屋」その他盛りだくさんです。
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